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　 12)小 学1年 生時の歯科保健指標 とう蝕罹患性

の推移について

　　　　　　　○結城 昌子,長 岡 正博,大 橋 明石

　　　　　　　 車田 文雄,瀬 川 洋,廣 瀬 公治

　　　　　　　　　　　　　(奥羽大 ・歯・口腔衛生)

【目　 的】小学1年 時永久歯萌出時期の個人差を

検索 して,そ の後のう蝕罹患状況との関連 を分析,

それと同時に乳臼歯 う蝕罹患状況を解析,こ の2

要因か らう蝕ハイリスク児の抽出を試みた。

【調査対象】調査対象は米沢市の小学校へ平成7

年 に入学 し,中 学3年 まで毎年定期健診を継続受

診 した994名(男506名,女488名)の 健診票 を基に,

永久歯萌出およびう蝕罹患状況 を,ま た乳臼歯罹

患状況の解析を行った。

【結果及び考察】小学1年 生の永久歯萌出は,中

切歯のみ萌出のI型12%,中 ・側切歯 と第一大臼

歯萌出の ⅡM型32%,中 切歯 と第一大臼歯萌出の

IM型34%,第 一大 臼歯 のみ萌出のM型8%,永

久歯の萌出がないN型13%の5類 型に分けられた。

類型別中学3年 時DMFT指 数は ⅡM型 が最大で

4.5歯,IM型,　 M型,I型 の順 に減少,最 小が

N型2.2歯 で萌出型 とDMFT指 数 に強い関連性が

認められた。

　 小学1年 時乳臼歯数は男女 とも7.9歯 と脱落が

殆 どなく,こ の時期の乳臼歯喪失はう蝕による喪

失のほうが妥当であると考えられ,乳 臼歯 う蝕経

験 をdmf歯 数 を用 い て0歯 群11.3%,1,2歯 群

10.3%,3,4歯 群13.2%,5,6歯 群20.2%,7歯 群

13.1%お よび8歯 群32.2%の6群 に分 けた。 これ

ら各群 の中学3年 時DMFT指 数 は8歯 群が5.2歯,

7歯 群4.4歯,5,6歯 群3.6歯,3,4歯 群2.4歯,1,2

歯群1.6歯,最 低 は0歯 群 の1.2歯,萌 出型 と同様

に乳臼歯 う歯数の多少が永久歯 う蝕の罹患性に強

い関連性を示 した。

　 次に,乳 臼歯 う歯数と永久歯萌出型の2要 因を

低罹患の順 に中学3年 時DMFT指 数 でクロス集
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計 した。その結果か ら永久歯萌出型よりも乳臼歯

う歯数のほ うがより影響力が高いことが示 された。

なかでも乳臼歯 う歯数が8歯 で萌出型がⅡM型 と

IM型,7歯 群でⅡM型 は高いう蝕罹患が認めら

れ,こ の割合 は30%以 下 と単一要因で得 られ る

リスクよりも選出割合 が少なく,よ り精度の高い

ハイ リスク選出基準になりえると考 える。

【結　論】小学1年 時の健診結果 から得 られる乳

臼歯 う歯数および永久歯萌出型の2要 因は,そ れ

ぞれ永久歯 う蝕の罹患性要因であると同時に両要

因を組み合わせ ることによって,よ り精度の高い

判定が可能 となり歯科保健管理の効率化を示せた。
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